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 はじめに 

 【著作権について】 

このレポートは著作権法で保護されている著作物です。下記の点にご注意戴きご利用下さい。 

このレポートの著作権は株式会社インプリーズジャパンに属します。 

著作権者の許可なく、このレポートの全部又は一部をいかなる手段においても複製、転載、流用、
転売等することを禁じます。 

このレポートの開封をもって下記の事項に同意したものとみなします。このレポートは秘匿性が
高いものであるため、著作権者の許可なく、この商材の全部又は一部をいかなる手段においても
複製、転載、流用、転売等することを禁じます。 

著作権等違反の行為を行った時、その他不法行為に該当する行為を行った時は、関係法規に基づ
き損害賠償請求を行う等、民事・刑事を問わず法的手段による解決を行う場合があります。 

このレポートに書かれた情報は、作成時点での著者の見解等です。著者は事前許可を得ずに誤り
の訂正、情報の最新化、見解の変更等を行う権利を有します。 

このレポートの作成には万全を期しておりますが、万一誤り、不正確な情報等がありましても、
著者・パートナー等の業務提携者は、一切の責任を負わないことをご了承願います。 

このレポートを利用することにより生じたいかなる結果につきましても、著者・パートナー等の
業務提携者は、一切の責任を負わないことをご了承願います。 

 

【推奨環境】 

このレポート上に書かれている URL はクリックできます。できない場合は最新 

の AdobeReader をダウンロードしてください。（無料） 

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html 

 

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html
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 はじめに 

こちらでは、これから運営していくサイトを常時 SSL化する手順についてお伝

えしていきます。 

近年、通信内容を暗号化し利用者の情報を保護する対策が増えつつあり、そこ

で普及してきたのが SSL 通信です。 

これを利用したページのURLは http://ではなく、https://で始まる形式になっ

ています。 

大手の企業サイトや個人情報入力フォームなどでは、この SSLを取り入れてい

ることが多く、そういったところで https://で始まるURLを見たことがあるか

もしれません。 

 

そもそも私達個人サイトではこのようなお話は関係ないように思えていたので

すが２０１７年８月頃から以下のようなメールがGoogle から届くようになり

ました。 

 

「Chrome のセキュリティ警告を【ブログ URL】に表示します。 
2017 年 10 月より、ユーザーが Chrome（バージョン 62）で HTTP ページの
フォームにテキストを入力すると、「保護されていません」という警告が表示
されるようになります。また、シークレット モードを使用している場合は、
HTTP ページにアクセスするだけで「保護されていません」と表示されます。 
 
貴サイトでは、たとえば以下に示す URL に、Chrome の新しい警告が表示され
るテキスト入力フィールド（< input type="text" >、< input type="email" > など）
が見つかりました。これらの例を参考にどのページで警告が表示されるかを確

認し、ユーザーデータを保護するための措置を講じていただきますようお願い

いたします。なお、下の URL の一覧は、すべてを網羅したものではありませ
んのでご注意ください。 
 
長期的には、HTTP で配信されるすべてのページを「保護されていません」と
明示することを計画しており、この新しい警告はその一環です。 
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この問題を回避するには: 
HTTPS に移行する 
貴サイトを訪れた Chrome ユーザーに対して、「保護されていません」という
警告が表示されないようにするには、ページを HTTPS で配信し、ユーザーが
入力した情報のみが収集されるようにしてください。」 
 

 

この文章のすべての意味を理解する必要はありませんが、 

 

＞2017 年 10 月より、ユーザーが Chrome（バージョン 62）で HTTP ペー

ジのフォームにテキストを入力すると、「保護されていません」という警告が

＞表示されるようになります。また、シークレット モードを使用している場合

は、HTTP ページにゕクセスするだけで「保護されていません」と表示されま

す。 

 

＞長期的には、HTTP で配信されるすべてのページを「保護されていません」

と明示することを計画しており、この新しい警告はその一環です。 

 

とあります。 

現在でも経験したことがあるかもしれませんが、 

スマートフォンなどから http 形式（古いURL形式）で運営しているサイトに

ゕクセスすると「保護されていません」という表示が出るようになってしまい

ました。 

 

すでに既存のサイトの SSL化は手間が生じるのですが、これから新たにサイト

を立ち上げるあなたはラッキーです。 

サイトを作る前の最初の段階で SSL 化設定をするのは簡単な作業になります。

ですので、これからサイトを新しく作ろうとしている人には、まさにグッドタ

イミングなのです。 
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また、Google 側が https のページを優先的にインデックスするということを発

表しています。 

参考ページ：HTTPS ページが優先的にインデックスに登録されるようになりま

す 

 

つまり、https 化されたサイトのほうが SEO的にも有利になるということを意

味しています。 

 

ただそうは言っても SSL化するには非常に困難で費用も膨大にかかるので 

これまでは大手の企業サイトなどでしか採用されていなかったのですが 

２０１６年６月３０日から「Xサーバー」が簡単・無料の SSLを提供開始しま

した。 

 

ブロガーズでもサーバーは Xサーバーを推奨しておりますので、 

Xサーバーを契約している方なら誰でも SSL設定が無料で行えます。 

とてもありがたいですよね＾＾ 

 

というわけで、皆様には、非常に好都合な条件で進めていただくことができま

す。 

 

前置きが長くなりましたが、 

以降では、その常時 SSL設定を進めていく手順について解説していきますね。 

 

 

 

 

https://webmaster-ja.googleblog.com/2015/12/indexing-https-pages-by-default.html
https://webmaster-ja.googleblog.com/2015/12/indexing-https-pages-by-default.html


 

7 

 

 

 SSL 化する前の確認事項 

 ブラウザは Googleクロームを使う 

▼GoogleChrome（グーグルクローム） 

https://www.google.co.jp/chrome/browser/desktop/index.html 

 

今回の SSL設定を推奨するに至った理由は以下になります。 

 

＞2017 年 10 月より、ユーザーが Chrome（バージョン 62）で HTTP ペー

ジのフォームにテキストを入力すると、「保護されていません」という警告が

＞表示されるようになります。 

 

Google クロームの新しいバージョンで「保護されていません」という警告が出

るのを防ぐために、今回の SSL設定の策をしています。 

 

ですので、Google クロームで見た時に「保護されていません」と出ないように

するというのが第一優先事項で、クロームで見た時に「保護された通信」と出

ればOKという意味でもあります。 

 

これから SSL設定作業をしていただくにあたり、確認作業がところどころで入

ります。 

マニュゕルで出している例は GoogleChromeで見た場合の例になります。 

ここが、違うブラウザですと、クロームと同じ状態に見えず、戸惑ってしまう

方もいらっしゃいます。 

 

混乱しないように、以降の作業はマニュゕルと同一の Googleクロームで行うよ

うにしてください。 

 

https://www.google.co.jp/chrome/browser/desktop/index.html


 

8 

 

 

 第 1 段階： X サーバーで SSL 設定 

「Xサーバー」にログインします。 

http://www.xserver.ne.jp/ 

 

右下の「サーバーパネル」の「ログイン」をクリックしてログインします。 

＊ここでの IDは 一番最初に自分で決めたサーバーIDになります。 

一番最初のインフォパネルのログイン IDとは違いますのでご注意ください。 

 

 

 

 

http://www.xserver.ne.jp/
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ここの、設定対象ドメインが、WordPress をインストールしたドメイン（URL）

であることを確認してください。 

 

 

違うドメインになっている場合には、左下のこの欄▼から選択して「設定する」 

ボタンを押してください。 
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「SSL設定」をクリックします。 

 

 

 

「独自 SSL設定の追加」のタブをクリックし、 

選択したドメインに間違いがないか確認してOKでしたら 

独自 SSL設定を追加する（確定）をクリックします。 
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上記のように「しばらくお待ちください。」の表示後、数分待ったのち、 

画面が以下のように変わります。 

 

 

「www.＊＊＊＊＊.com」に独自 SSL設定を追加しました。 

と出ればここでの設定は完了です。 

 

 

ここまでの段階では https://でも見れる状態を追加しました。 

この段階では「併用」と言って 

http:// と https:// の両方のURLでゕクセスできる状態になっており、 

まだ「常時」SSLではありません。 

ですが、ひとまず、https://の追加が成功したかを確認してから次の作業に移っ

た方が確実です。 

 

 

 

 

https://でも見れる状態を追加しました/
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ですので、 

・http://自分のサイトURL 

・https://自分のサイトURL 

 

両方が表示されることを確認しましょう。 

ただし、https 化には最大１時間かかると言われています。上記までの作業すぐ

に https://自分のサイトURL にゕクセスすると以下のようなエラー表示が出

ると思います。 

 

 

 

これは、SSL設定が反映するまでには、1時間程度かかるため、この表示が出

るのは当たり前なので、慌てないでください。 

 

この場合にも「反映に時間がかかっているだけだ」という認識で、時間を置い

て待ち、１時間以上経過してから、 
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・http://自分のサイトURL 

・https://自分のサイトURL 

 

の両方にゕクセスして表示されることを一旦確認しましょう。 

 

↓ ↓ 第１段階目確認事項 ↓ ↓ 

 

・http://自分のサイトURL 

・https://自分のサイトURL 

 

の両方が無事に表示されてから、次の第２段階に進んでください。 
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 第２段階： サイト URL を https://に変更する 

WordPress管理画面の左サイドバーにある、 

設定 → 一般をクリックします。 

 

 

最初は以下のように 

WordPressゕドレスが http:// になっています。 
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この部分を https:// の形式に変更します。 

 

 
 

pの後ろに sを入れるだけで済みますが sを間違えて、半角ではなく、 

全角のｓを入れないように注意しましょう。 

＊正しいのは半角の sを入れます。 

 

変更したら、下の方にある、「変更を保存」をクリックします。 

 

 
 

 

＊こちらの「変更を保存」を押すと、その段階で一旦ログゕウトすると思いま

す。 その場合には、再度WordPress にログインし直せば大丈夫です。 

 

なお、WordPress の URLが https で始まる形式に変えたため、 

WordPress のログイン用URLも、https で始まるものに以降は変えて 

以下、２つのどちらかの URL からログインするようにした方が良いでしょう。 

1、https://ブログ URL/wp-login.php 

2、https://ブログ URL/wp-admin 

がログインURLになります。（どちらでもログインできます） 

 

では、次の第３段階の作業に移りましょう。 
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 第３段階：.htaccess の記述を変更する 

 3-1. 設定対象ドメインの選択 

Xサーバーのインフォパネルにログインします。 

https://www.xserver.ne.jp/login_info.php 

 

サーバーパネルにログインします。 

 

 

 

 

最初にログインした画面のままだと、初期のデフォルトドメイン 

http://◯◯◯◯◯◯.xsrv.jp に対しての操作画面のままですので、 

自分が取得したドメイン、http://△△△△△.com の操作画面にする必要があ

ります。 

 

 

 

https://www.xserver.ne.jp/login_info.php
http://△△△△△.com/
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左下の設定対象ドメインの変更 

のところの▼からドメインリストを出し、該当のドメインを選びます。 
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選んだら、「設定する」をクリックします。 
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そうしましたら、今度は、右上の 

★現在の設定対象ドメインが、取得したドメイン 

http://△△△△△.comであることをご確認ください。 

 

この場面でもし、 

http://◯◯◯◯◯◯.xsrv.jp というドメインが表示されていたら、 

うまくできていません。P13に戻って操作をやり直しましょう。 

 

OK でしたら、この画面は、 

この独自ドメイン http://△△△△△.comに対して操作する画面に 

切り替わりましたということになります。 

 

 
 

 

 

http://△△△△△.com/


 

20 

 

 

 3-2. .htaccessの編集画面へ 

こちらの.htaccess編集をクリックしてください。 
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.htaccess 編集のタブをクリックします。 
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 3-3. .htaccessファイルの記述バックアップ 

これから、この赤枠で囲った中のソースを編集します。 

失敗を防ぐために、このソースを全文コピーして 

テキストフゔイルなどに保存しておきましょう。 

（おかしくなってしまった時に、元に戻せるようにするためです） 

 

 

 

＊よくある質問 

自分の.htaccess のソースが上記と異なりますという質問があります。この場合

についての解説は後述のこちらをご参照ください。 
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 3-4. .htaccessファイルに記述を追加する 

先程の箇所にソースの記述を追加します。 

https://www.xserver.ne.jp/manual/man_server_fullssl.php 

 

↑ 上記ページに行き、こちらの赤枠で囲っている部分のソースを 

全文コピーしてください。 

 

ソースをマウスで全文選択すると青色反転しますので 

その状態で右クリック→コピー 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.xserver.ne.jp/manual/man_server_fullssl.php
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コピーしたソースを、.htaccess 編集画面にて、 

一番上の行へ、貼り付けします。 

最初に２〃３回改行して、上部を空白にしてからそこへ、 

右クリック→貼り付けをすると、わかりやすいです。 

 

貼り付けた後に、改行（空白行）を入れて下さい。 

RewriteEngine On 

RewriteCond %{HTTPS} !on 

RewriteRule ^(.*)$ https://%{HTTP_HOST}%{REQUEST_URI} [R=301,L] 

 

# BEGIN WordPress 

<IfModule mod_rewrite.c> 

………………………………………………………….. 

……………………………………………………… 

となるように、元々あった記述と、今回付け足した記述との間に１行の空白行

が入るようにしてください。 

以下の図のような配置になります。 （４行目が空白行） 
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その後 「.htaccess を編集する（確認）」をクリックします。 
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確認画面になります。 

・貼り付けたソース（１～３行目） 

・空白行（４行目） 

・元々あったソース（５行目～）を確認できたら  

「.htaccess を編集する（確定）」をクリックします。 

 

 

 

これで常時 SSL化への作業は一通り完了しました。 

おつかれさまでした。 
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 よくある質問 

Q、.htaccess の編集の画面で 

マニュアルのソースの記述と異なっていました。 

マニュアルでは以下のようになっていましたが 

自分の場合には、マニュアルにはなかった、suPHP から始まる 4 行が上に

ついていました。 

 

 

# BEGIN WordPress 以下は全て一緒です。 

この場合どうすれば良いでしょうか？ 
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A. suPHP から始まる最初の４行ですが、この記述があるのは、 

数年前から Xサーバーを契約している場合に多い例となります。 

始めの４行に書かれていることは 

・PHP を動かす際のプログラムの権限の定義１行 

・PHP の高速化の処理に関わる記述３行 

 

になりますので今回の SSLとは無関係になります。 

 

元々ある場合に、消してしまうと 

PHP の Ver とWPの Ver の不一致が発生するので 

エラーになり、WPが表示されなくなるので消さないでくださいね 

という扱いになります。 

 

ですので、マニュゕルと同じ、違う関係なく、元々ある記述は消さないように

して、コード追加作業を行ってください。 

 

※ ただし、マニュゕルとは異なり Xサーバではないサーバをお使いの場合は 

サーバごとに内容が異なってきますので、 

こちらでは、Xサーバにて進められていらっしゃることが前提となります。 
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 最終確認 

WordPress管理画面の左上の、家のマーク → サイトを表示 

で、サイトを見てみましょう。 

 
 

もしくは https://○○○○.com （自分のサイト URLで、httpsで始まる形式

の URL）を直接ゕドレスバーに打ち込んでゕクセスしてみます。 

 

左上のゕドレスバーのところに、 

鍵マークで 保護された通信 と出て、サイトが表示されれば無事に反映完了

です。 

 
 

＊ブラウザが Googleクロームではない場合、違う見た目の場合があります。 

 同じになるか確認されたい場合は、Googleクロームのブラウザにてゕクセス

してみましょう。 

 

＊この時点では記事は１記事も入っておりませんので、 

 投稿 何も見つかりませんでした 

のような表示が出ますがこれはエラー表示ではありません。  

エラー表示ではなく、サイトの形式になっていればひとまず OKです。 

 

インストール時期によって違うかもしれませんが、一例としては 
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このような表示です。

 
 

 

このようになっていれば、完了です。 

 

 転送確認 

次に転送確認をします。 

http://○○○○.com （自分のサイトURLで http形式のもの） 

 

の URLをゕドレスバーに入力し、 

自動的に 

https://○○○○.com （自分のサイト URLで https形式のもの）に 

切り替わって表示されるかを確認してください。 

 

確認ができれば無事に常時 SSL化が成功しています。 

おつかれさまでした。 


